
算数 

（１）定着状況についての概要 

① ２年生の観点別正答率、及び基礎・活用の全てが全国の平均点および目標値を上回っている。また、３～

６年生の観点別正答率、及び基礎・活用の全てが全国の平均点、品川区の平均点および目標値を上回って

いる。このことから、本校の算数の定着度は良好であると言える。 

② 基礎において正答率を全国比で言うと、２年生が、１０２％、３年生が１０６％、４年生が１１２％、 

５年生が１２１％、６年生が１１８％、上回っている。 

③ 正答率が低い問題 

２年生 図形（６６％） 

３年生 データの活用（７０％） 

４年生 図形（８０％） 

５年生 図形（２０％） 

６年生 図形（８０％）  
 

（２）具体的な課題 

・問題文や図、表、グラフから必要な情報や条件を正確に読み取ること。 

・数量や単位、図形の性質を具体的にイメージすること。 

・既習事項や計算方法を、問題場面に応じて活用すること。 

・解答後に、答えや方法が問題場面に合っているか確かめること。  
（３）課題の原因として考えられること 

・問題文を十分に読み、条件を整理する習慣が定着していない。 

・操作活動や実生活の場面と、数や図形の意味が十分に結びついていない。 

・学習した知識や技能を、別の場所で活用する経験が不足している。 

・解き方や答えを振り返り、妥当性を確認する習慣が十分でない。  

（４）課題解決のための方策 

・問題文の大切な数や言葉、条件に線を引き、図や表に整理してから解く活動を取り入れる。 

・数ブロック、テープ図、コンパス、定規などを活用した操作活動を充実させ、数量や図形の意味を具体的に

捉えさせる。 

・時計、地図、買い物、測定など、日常生活と結び付いた課題を設定する。 

・解答後に「何を求めたいのか」「単位は合っているか」「答えは場面に合っているか」を確認する習慣を付け

る。 

・既習事項を定期的に振り返り、類似問題や活用問題に繰り返し取り組ませる。 

（５）次年度の目標数値 

・全国平均比で全学年１１０％以上を目指す。 

 


